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令
和
３
年
第
１
回
定
例
町
議
会

が
３
月
５
日
か
ら
18
日
ま
で
14
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
初
日
の
５

日
に
師
岡
町
長
が
令
和
３
年
度
施

政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
国
・

都
の
現
況
な
ど
は
省
略
し
て
い
ま

す
。
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
、
ま
た
は
役
場
企
画
財
政
課

お
よ
び
古
里
出
張
所
に
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

第
５
期
奥
多
摩
町
長
期
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て

師

岡

町

長

施

政

方

針

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》

令 和 ３ 年 度

町長施政方針

当初予算概要

特集・保存版

【
町
長
就
任

　
　
２
年
目
を
迎
え
て
】

　

令
和
２
年
５
月
に
、
町
民
皆
様

か
ら
の
負
託
を
受
け
、
町
長
に
就

任
し
て
以
来
、
間
も
な
く
10
か
月

が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
間
、
町
で
は
、
令
和
元
年
10
月

の
台
風
第
19
号
に
よ
る
災
害
の
爪

痕
が
、
現
在
も
引
き
続
き
残
る
中
、

山
葵
田
を
は
じ
め
と
す
る
広
範
な

災
害
復
旧
事
業
に
加
え
、
日
本
の

み
な
ら
ず
全
世
界
を
襲
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
内
で

の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
１
年

以
上
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
収
束
せ
ず
、
今
後
も
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
町
民
皆
様
の
健
康

を
第
一
に
考
え
、
引
き
続
き
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
私
を
先

頭
に
、
職
員
一
同
、
町
民
皆
様
に

寄
り
添
い
、
と
も
に
歩
む
「
奥
多

摩
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
お
よ

び
議
員
皆
様
並
び
に
事
業
者
皆
様

に
感
染
予
防
・
感
染
拡
大
防
止
へ

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
末
か
ら
年

明
け
に
か
け
、
町
内
に
お
き
ま
し

て
も
感
染
者
が
徐
々
に
増
加
し
、

最
も
懸
念
し
て
い
た
介
護
老
人
福

祉
施
設
に
お
け
る
感
染
が
発
生
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
西
多
摩
保
健

所
に
よ
る
ご
指
導
並
び
に
当
該
施

設
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
の
懸
命

な
防
疫
対
策
に
よ
り
、
現
時
点
で

は
、
町
内
で
の
市
中
感
染
に
つ
な

が
る
よ
う
な
感
染
拡
大
は
発
生
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
対
応
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
医
療
を
は
じ
め
、
介
護
、

障
害
、
保
育
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
や
事
業
者
の
皆
様
に

は
、
感
染
防
止
に
徹
し
て
、
日
夜
、

業
務
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
ま
し
て
、
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
も
呼
ば
れ
ま
す
、
住
民
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
職

種
に
携
わ
っ
て
い
ら
れ
る
方
々
や

感
染
さ
れ
た
方
、
並
び
に
そ
の
ご

家
族
へ
の
不
当
な
差
別
、
偏
見
、

誹
謗
中
傷
な
ど
の
人
権
侵
害
や
風

評
被
害
は
、
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
、
正
確
な
情
報
を
提
供
す
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《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》

る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の

冷
静
な
判
断
と
行
動
を
お
願
い

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
春
以
降
、
町
で
は
、

様
々
な
対
策
を
実
施
し
、
町
民

皆
様
、
事
業
者
皆
様
に
感
染
予

防
・
感
染
拡
大
防
止
へ
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
昨
年
４
月
に
は
、
国
よ
り

最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
ま
し
た
。
町
に
お
き
ま
し

て
は
、
国
の
特
別
定
額
給
付
金

に
上
乗
せ
し
て
町
独
自
の
給
付

金
を
支
給
す
る
一
方
、
奥
多
摩

観
光
協
会
の
ご
協
力
を
得
て
、

同
協
会
の
会
員
事
業
者
に
対
し

助
成
金
を
支
給
し
、さ
ら
に
は
、

町
内
の
中
小
企
業
者
お
よ
び
個

人
事
業
主
に
対
し
、
事
業
継
続

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
事
業
継
続
応
援
金
」
を
給

付
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
の

影
響
に
伴
い
打
撃
を
受
け
た
地

域
経
済
の
低
迷
に
対
し
て
は
、

地
域
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
住
民
向
け
の
「
地
域

応
援
券
」
事
業
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
本

年
１
月
に
は
、
２
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
２
月

に
は
１
か
月
の
延
長
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
れ
を

受
け
、「
地
域
応
援
券
」
の
使

用
期
間
を
３
月
21
日
ま
で
延
長

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
広
報
お

く
た
ま
や
防
災
行
政
無
線
を
通

じ
て
、
引
き
続
き
ご
利
用
い
た

だ
く
よ
う
呼
び
か
け
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
一
昨
年
に
発
生
し
た

令
和
元
年
10
月
の
台
風
第
19
号

災
害
に
伴
う
日
原
街
道
の
復
旧

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

５
月
の
仮
復
旧
を
経
て
、
２
月

20
日
に
片
側
交
互
通
行
や
車
両

重
量
制
限
の
す
べ
て
の
通
行
規

制
が
解
除
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
災
害
発
生
か
ら
約
１

年
半
の
長
き
に
わ
た
り
、地
元
、

日
原
地
域
の
皆
様
に
は
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
な
か
、

復
旧
工
事
に
お
け
る
夜
間
通
行

止
め
に
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
こ
の
復
旧
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
特
殊
な
工
法
に
よ

る
難
工
事
で
あ
る
な
か
、
事
故

な
く
安
全
に
施
工
い
た
だ
い
た

東
京
都
建
設
局
や
施
工
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
関
係

者
皆
様
に
、
重
ね
て
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
今
後
は
、
東
京
都
水
道

局
に
よ
る
水
道
管
路
の
復
旧
工

事
後
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
本

舗
装
な
ど
の
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
日

原
地
区
の
災
害
時
に
お
け
る
孤

立
防
止
対
策
の
た
め
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
整
備
、
バ
イ
パ
ス
道

路
の
建
設
並
び
に
、
断
水
時
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
、
東
京
都

へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

次
に
、
２
月
13
日
の
夜
に
福

島
県
沖
を
震
源
と
す
る
最
大
震

度
６
強
を
観
測
し
た
地
震
が
発

生
い
た
し
ま
し
た
。
幸
い
、
町

に
お
い
て
は
、
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
他
県
で
は
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

被
災
地
の
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

地
震
は
東
日
本
大
震
災
の
余
震

と
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
震

災
発
生
か
ら
間
も
な
く
10
年
の

節
目
を
迎
え
る
な
か
、町
で
は
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
含

め
、
万
全
の
危
機
管
理
体
制
の

構
築
を
目
指
し
、
防
災
、
減
災

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
各
ご

家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
今
一

度
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の
点
検
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
、
避

難
先
の
検
討
な
ど
災
害
へ
の
備

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
「
第
５

期
奥
多
摩
町
長
期
総
合
計
画
」

で
は
、
豊
か
な
山
々
と
清
流
の

中
で
自
然
と
共
生
す
る
町
に
お

き
ま
し
て
、
多
く
の
魅
力
に
包

ま
れ
た
、
住
む
人
と
訪
れ
る
人

が
癒
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
生
涯
を
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
過
疎
化
が
進
行
す
る
町

の
最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
少

子
化
対
策
と
定
住
化
対
策
を

「
奥
多
摩
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
位
置
付
け
、
重
点
的
に
、
ま

た
、積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
各
種
施
策
に
よ
り

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
は
緩
や

か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
「
奥
多
摩
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
少
子
化

対
策
の
推
進
と
し
て
、出
会
い
・

暮
ら
し
、
子
育
ち
・
教
育
の
分

▶
復
旧
し
た
日
原
街
道
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野
を
、
ま
た
、
住
み
た
い
方
が

住
め
る
町
を
築
く
た
め
、
定
住

化
対
策
の
推
進
と
し
て
、仕
事
、

住
ま
い
の
分
野
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
対
策
は
、
過
疎
化
に
よ
る
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

町
に
お
い
て
、
高
齢
化
対
策
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

高
齢
化
率
が
50
％
を
超
え
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
中
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
が
低
下
し
つ
つ

あ
る
地
域
も
見
ら
れ
る
町
に
お

い
て
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き

取
組
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平

成
20
年
３
月
に
は
地
域
全
体
で

子
ど
も
や
子
育
て
を
支
援
し
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
で
、
住
民
皆
様
が

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
奥
多
摩
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
推
進
条
例
」
を
制
定

し
、
現
在
ま
で
様
々
な
制
度
や

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
全
国

で
も
有
数
の
支
援
策
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
は
、

「
若
者
定
住
応
援
条
例
」
を
制

定
し
、
若
者
定
住
応
援
補
助
金

な
ど
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
町

営
若
者
住
宅
の
第
１
弾
と
し

て
、
海
沢
地
区
に
９
世
帯
分
を

建
設
し
、
以
降
、
子
育
て
応
援

住
宅
や
空
家
等
活
用
促
進
事
業

に
お
け
る
若
者
定
住
応
援
住

宅
、
い
な
か
暮
ら
し
支
援
住
宅

な
ど
様
々
な
住
宅
の
整
備
を
一

体
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

一
方
、
社
会
基
盤
整
備
に
関

し
ま
し
て
は
、
東
京
都
を
は

じ
め
関
係
機
関
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
町
の
長
年
の
懸
案
事
項
で

あ
り
ま
し
た
町
営
水
道
の
都
営

水
道
一
元
化
が
平
成
22
年
に
実

現
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
老
朽

化
し
た
水
道
管
の
更
新
や
各
浄

水
施
設
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら

れ
、
町
が
抱
え
る
財
政
負
担
も

解
消
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公

共
下
水
道
な
ど
の
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
が
実
施
主

体
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
も

東
京
都
か
ら
財
政
支
援
を
受
け

な
が
ら
維
持
管
理
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
処
理
事
業
に

お
け
る
西
秋
川
衛
生
組
合
へ
の

加
入
並
び
に
秋
川
流
域
斎
場
組

合
へ
の
加
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
組
合
加
入
自
治
体
と
当
該

地
域
住
民
の
皆
様
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
実
現
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
課
題
の
解

決
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
将
来

に
わ
た
る
町
民
皆
様
の
生
活
基

盤
の
安
定
化
に
も
繋
が
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
績
は
、「
第
４

期
奥
多
摩
町
長
期
総
合
計
画
」、

そ
し
て
、「
第
５
期
奥
多
摩
町

長
期
総
合
計
画
」
の
前
期
５
か

年
に
お
け
る
、
河
村
前
町
長
を

は
じ
め
と
し
た
町
職
員
の
功
績

で
も
あ
り
、
財
政
運
営
の
安
定

化
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
定
住

化
施
策
の
実
施
な
ど
、
現
在
に

引
き
継
が
れ
る
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
議
員
皆
様
を
は
じ

め
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
整
備
さ
れ
た

　
　

若
者
住
宅
（
南
氷
川
第
２
）
の
外
観
と
室
内
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○自然とともに歩むまちづくり

　町は、豊かな森林資源と水資源に恵まれ、町内全域

が秩父多摩甲斐国立公園に含まれていることから、町

の環境を適切に保全していくため、環境に配慮した循

環型社会の形成に努めるとともに、生活基盤として重

要な役割を持つ道路の整備や下水道への接続について

の普及啓発活動、簡易給水施設の安定的な維持管理を

行います。

　また、東京都交通局では、白丸ダム監視所の建替え

に伴い、新たに再生可能エネルギーＰＲ館を開設しま

すが、町は施設管理等の業務委託を受けるとともに、

町ＰＲスペースも設けられることから、都と連携しな

がら町の情報発信などを行ってまいります。

　地域の一斉清掃は、５月３０日の「ごみゼロの日」

を中心に、環境美化活動として、住民皆さんにご協力

とご尽力をいただいているところであり、引き続き美

化活動の支援を行ってまいります。

第２章「やさしさ　ふれあい　人と自然」

○誰もが住みたくなる心かようまちづくり

　これまでも住民と行政との協働によるまちづくりを

推進するために、住民が主体となったまちづくり活動

への支援を行ってまいりましたが、引き続き住民がま

ちづくりへの参加ができるよう、取り組みを行ってま

いります。

　自然災害への対応としまして、地域防災計画の見直

しを行い、危機管理体制の強化に努めてまいります。

【令和３年度の主要事業について】

　まちづくりの最上位計画である「第５期奥多摩町長期総合計画」の施策の大綱に沿って、令和３年度

予算で特に重点としている施策や新規事業について説明します。

○誰もが元気で健康に暮らせる地域づくり

　町民皆様が明るく健やかに暮らすためには、まず、

健康でなければなりません。このための各種検診事業、

保健推進活動事業、定期予防接種事業、食育推進事業、

健康相談事業などの疾病予防につながる事業を実施す

るほか、地域医療体制および医療保険制度の適切な事

業運営が図られるよう、着実に努めてまいります。

○安心して子どもを産み育てる地域づくり

　過疎化による少子高齢化が進む町においては、子ど

もや子育て家庭の環境づくりのため、若者のふれ愛か

ら結婚、出産、子育てまできめ細やかな支援を行って

まいります。

　特に、重点施策の一つとしている少子化・定住化対

策は、継続し、子どもや子育て世代の増加を図り、自

治会などによる地域の絆の維持、活力の向上に努めて

まいります。

○高齢者が生きがいを持って暮らせる地域づくり

　多くの高齢者は、住み慣れた地域で安心して暮らし

ていくことを望んでいますことから、保健師などの町

職員、地域包括支援センター職員、高齢者見守り相談

員、社会福祉協議会、民生・児童委員などが連携を行

第１章「みんなで支えるホットなまちづくり」

いながら、在宅高齢者への福祉サービスを引き続き推

進してまいります。

　また、引き続き、老人クラブの運営に対する支援、

シルバー人材センター事業における就業機会の確保・

充実を図ってまいります。

○障害者が自立して生活できる地域づくり

　障害のある方が地域の中で自立して自分らしく生活

を送ることができるよう、医療・福祉などとの連携や

継続的な支援相談体制が重要となります。

　特に、障害者地域活動支援センター「かもんみーる」

の円滑な運営と社会参加が図られるよう、引き続き推

進してまいります。

○心のぬくもりと絆を持ち続けられる地域づくり

　町では、自治会や隣組などによる地域での支え合い

や助け合いによる地域コミュニティの力は非常に強い

ものの、少子高齢化などの影響により、これまでどお

りの地域での支え合いが困難となることも想定されま

す。地域ささえあいボランティア事業、高齢者見守り

事業などを通じながら、安心して暮らすことができる

よう、強い地域の絆の維持を推進してまいります。

▶
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　

Ｐ
Ｒ
館
（
白
丸
ダ
ム
）
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○住民が元気になる交流観光づくり

　緑豊かな森林や奥多摩湖など豊富な水環境が豊かな

町には、その自然環境を求めて年間２１２万人を超え

る観光客が訪れていると推計されております。コロナ

禍においても、外国人観光客は減少しているものの、

近郊からの観光客は増加しており、コロナ収束後の観

光地として、しっかりとした受入れ態勢を整え、また、

クリーンキーパーによる観光用公衆トイレの清掃も内

外から評価をいただいており、引き続きクリーンなま

ちづくりに努めてまいります。

第４章「みんなの力がつながる観光・産業づくり」

○奥多摩ならではの地域産業の推進

　森林再生事業による森林環境の整備や内水面漁業環

境活用施設整備事業を引き続き実施いたします。

　また、近年、出没頻度が高くなっているツキノワグ

マへの対策事業など、農作物有害鳥獣対策事業を推進

してまいります。

○観光・産業づくりを推進する力の強化

　奥多摩観光協会やおくたま地域振興財団、ＪＲ東日

本八王子支社などと連携しての各種イベントやＰＲ事

業の実施など、他団体の実施するイベントへの出展に

より、魅力あふれる奥多摩町の観光や特産物などの情

報を提供し、観光客の誘致につなげてまいります。

○官民協働による定住対策とまちづくり

　過疎化による少子高齢化対策や地域コミュニティの

維持へつなげるため、分譲地などの整備、町営若者住

宅などの建設を実施し、町内への定住、移住が図られ

るよう定住対策事業を推進してまいります。令和３年

度は、丹三郎（水神前）地内定住対策等用地買収、氷

川（大氷川）地内若者住宅建設事業や子育て応援住宅

建設事業などを予定しています。

　これらの事業の実施にあたっては、地権者や空家所

有者をはじめ、地域の皆様のご理解、ご協力が不可欠

であります。今後も、皆様方のご理解、ご協力を得な

がら定住施策を推進してまいります。

○成果を重視した行政改革の推進

　今年度制定した第５次行政改革大綱に基づく『量か

ら質への転換を目指した「しごと・ひと・しくみ」の

改革』を推進し、町民皆様に満足いただける行財政運

第５章「住民と行政がともに考え、ともに築く、住みよい・住みたいまちづくり」

営が図られるよう努めてまいります。

　また、多様な行政需要への対応と各課の業務を最適

化するため、限られた職員数の中、役場組織の見直し

を行っているところでございます。

○身の丈にあった健全な財政運営の推進

　自主財源である町税が年々減少を続け、国や都へ財

源を依存している厳しい財政状況の中、各種事業の見

直し・再構築を図りながら、事業の実施にあたっては、

限りある財源を効果的、効率的に執行し、身の丈にあっ

た健全で堅実な財政運営を推進するとともに、将来の

財政需要を見通し、庁舎建設基金をはじめとした基金

への積み立てを計画的に行ってまいります。

　また、町税の収納率は、依然高い水準を維持してお

り、町税は減少傾向にあるものの貴重な自主財源です

ので、今後も収納事務の対策を緩めることなく、自主

財源の確保を図ってまいります。

○みんなでチャレンジする生涯学習のまちづくり

　文化会館や図書館などは指定管理施設として、生涯

学習の拠点となっておりますが、さらなるサービス向

上に努め、適切に管理運営を支援してまいります。

　また、他地域や海外の人材と積極的に交流できる機

会を提供するため、友好交流を締結した神津島村での

洋上セミナーのほか、海外との交流として、オースト

ラリアへの海外派遣事業およびホームステイでの受け

入れ事業などを予定しておりますが、今後の感染症の

状況を鑑みながら、検討してまいります。

○豊かな能力と強い心を育むまちづくり

　各学校における施設や設備については、古里小学校

第３章「町の中と外から関心を持たれる教育のまちづくり」

東側トイレ改修工事や氷川小学校特別教室エアコン設

置工事など、児童・生徒が健やかに教育を受けること

ができるよう教育環境を整備いたします。

○伝統と先進の文化・芸術にあふれたまちづくり

　町内の郷土芸能を次世代に確実に継承するために、

引き続き、映像記録保存事業を実施してまいります。

また、児童・生徒による継承事業として、笛の演奏体

験授業や氷川獅子の実施など、郷土芸能における将来

の担い手の育成を図ります。また、新たに東京都指定

を受けた文化財もあり、指定文化財の整備などを計画

的に実施し、適切に維持管理できるよう、支援してま

いります。
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令和３年度当初予算が３月の定例町議会で可決されました

　令和３年度は、第５期長期総合計画「おくたま魅力発信計画」の７年目を迎えます。町の財政は、歳

入面では町税が漸減し、歳出面では令和元年台風第１９号災害の復旧にいまだ多額の費用を要するなど

大変厳しい状況にありますが、住民福祉の増進と少子化対策・若者定住化施策を推進し、個性的で活力

のある地域社会を将来にわたって持続させるため、事務事業の必要性・有益性・費用対効果を含めた事

後検証の強化、必要な見直し・再構築を図るなど、身の丈に合った健全で堅実な行財政運営を目指し予

算編成を行いました。なお、奥多摩町の予算は、一般会計と６つの特別会計並びに企業会計（病院）の

全８会計からなっています。

令和３年度会計別予算額（前年度との比較）
（単位：千円・％）

　

【予算の概要】

　令和３年度の一般会計の予算規模は、前年度比で１億４千万円、率にして２．１％増となる

６９億３千万円で、過去最大となりました。特別会計では、下水道事業特別会計で小河内処理区の設備

更新費などの増により、６千４百万円、１０．３％の増となりました。これらの要因により、全会計総

額では前年度比１．９％増の１０２億５，４４０万９千円となりました。なお、町ホームページには、さ

らに詳しい内容の「当初予算の概要」を掲載していますので、ご覧ください。

令和3年度 令和2年度 増減額 増減率

6,930,000 6,790,000 140,000 2.1

76,400 76,000 400 0.5

164,000 164,000 0 0.0

786,000 784,000 2,000 0.3

221,000 213,000 8,000 3.8

870,000 902,000 △ 32,000 △ 3.5

686,000 622,000 64,000 10.3

2,803,400 2,761,000 42,400 1.5

509,000 501,000 8,000 1.6

歳入 7,000 7,000 0 0.0

歳出 12,009 14,855 △ 2,846 △ 19.2

521,009 515,855 5,154 1.0

10,254,409 10,066,855 187,554 1.9

病
院
事
業
会
計

収益的予算

資本的予算

小　計（歳出）

合　　     　　計

区                分

一 般 会 計

特
別
会
計

都民の森管理運営事業

山のふるさと村管理運営事業

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

下水道事業

小　　　　　計
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一般会計

歳入歳出予算額および構成比

【
主
な
事
業
】

○
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害

復
旧
事
業
（
山
葵
田
災
害
復
旧

費
、
林
道
災
害
復
旧
費
な
ど
）

６
億
１
０
７
９
万
４
千
円

〇
大
氷
川
地
内
若
者
住
宅
建
設

事
業
４
５
８
０
万
円

〇
少
子
化
対
策
事
業
（
保
育

園

保

育

料

助

成
、

高

校

生

等
通
学
定
期
代
助
成
な
ど
）

３
７
７
６
万
７
千
円

〇
若
者
定
住
推
進
事
業（
移
住
・

定
住
応
援
補
助
金
、
空
家
等
活

用
促
進
事
業
交
付
金
、
寄
付
物

件
補
修
工
事
、
用
地
買
収
費
な

ど
）
１
億
４
６
６
９
万
１
千
円

○
内
水
面
漁
業
環
境
活
用

施

設

整

備

事

業
（

釣

場

施

設
養
魚
池
改
良
工
事
な
ど
）

２
１
８
０
万
８
千
円

〇
観
光
施
設
整
備
事
業
（
観
光

ト
イ
レ
改
修
工
事
、
も
え
ぎ
の

湯
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
設
置
工
事
な

ど
）
５
３
８
８
万
円

○
公
営
日
向
住
宅
改
修
事
業

４
７
０
０
万
円

〇
道
路
新
設
改
良
事
業
（
南
平

熊
沢
線
、
白
丸
丸
の
内
西
線
、

一
付
線
、古
里
附
入
川
線
な
ど
）

１
億
５
６
４
３
万
５
千
円

〇
小
・
中
学
校
建
設
事
業
（
古

里
小
学
校
東
側
ト
イ
レ
改
修

工
事
、
氷
川
小
学
校
特
別
教

室
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
な
ど
）

６
５
９
０
万
円 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

都支出金,

28億1,195万6千円, 40.6%

地方交付税, 

16億2千万円, 23.4%

町税,

6億4,902万8千円, 9.4%

繰入金,

6億440万2千円, 8.7%

諸収入, 

4億9,051万円, 7.2%

国庫支出金,

2億3,446万7千円, 3.4%

使用料及び手数料, 

1億4,366万6千円, 2.1%

町債, 1億円, 1.4%

その他, 2億7,597万1千円, 3.9％

土木費, 12億9,581万4千円,18.7％

民生費, 

11億4,977万3千円, 16.6%

農林水産業費, 

8億7,794万6千円, 12.7%
総務費, 

8億2,341万1千円, 11.9%

教育費,

6億5,703万1千円, 9.5%

災害復旧費, 

6億1,114万4千円, 8.8%

衛生費, 

5億1,752万6千円, 7.5%

商工費, 

4億712万円, 5.9%

消防費, 2億6,084万1千円,3.8%

公債費, 2億1,301万5千円, 3.1% 議会費, 9,218万1千円, 1.3%

予備費ほか, 2,419万8千円, 0.2%

歳 入
６９億３千万円

６９億３千万円

歳 出
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【
お
わ
り
に
】

　

就
任
以
来
、
町
民
皆
様
か
ら

様
々
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
現
状

に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年

10
月
の
台
風
第
19
号
に
よ
る
災

害
の
復
旧
と
合
わ
せ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
に
全
力
を
傾
け
つ
つ
、
第
５

期
長
期
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、

町
有
財
産
の
有
効
活
用
、
行
政

面
積
の
94
％
を
山
林
で
占
め
る

奥
多
摩
の
林
業
振
興
、
公
共
交

通
網
の
維
持
・
確
保
も
鑑
み
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
共
同
事
業
の

展
開
、
閑
散
期
と
な
る
冬
の
観

光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
持
続

可
能
な
定
住
対
策
に
不
可
欠
な

教
育
の
振
興
、
放
課
後
教
育
の

充
実
な
ど
、
若
者
定
住
化
対
策

は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
に
も
寄

り
添
っ
た
政
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
は
、
治

療
法
の
確
立
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
実
施
等
長
期
間
を
要
す
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
、
感
染
拡

大
防
止
と
経
済
社
会
活
動
の
両

立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る

状
況
下
で
は
、
人
命
を
最
優
先

と
す
る
感
染
拡
大
防
止
が
第
一

で
あ
る
と
考
え
、
昨
年
４
月
か

ら
と
本
年
１
月
か
ら
の
２
回
の

緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
、
町
民

皆
様
に
は
、
不
要
不
急
の
外
出

自
粛
、
事
業
者
皆
様
に
は
、
営

業
自
粛
や
営
業
時
間
短
縮
な
ど

の
要
請
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
都
に
お
け
る
１
日
当
た

り
の
新
規
感
染
者
数
は
、
第
三

波
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
は
、
だ
い

ぶ
減
少
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

一
方
で
減
少
ス
ピ
ー
ド
が
鈍
化

し
て
い
る
と
の
報
道
も
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
気
を

緩
め
る
こ
と
な
く
、
変
わ
ら
ぬ

感
染
予
防
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
町
内
の
小
中
学

校
に
お
い
て
は
、
卒
業
の
時
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
教
育

委
員
会
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り

と
し
た
環
境
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
学
童
保
育
会
や
保
育

所
に
お
い
て
は
、
福
祉
保
健
課

を
通
じ
て
、
感
染
予
防
を
万
全

と
し
た
運
営
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

き
ま
し
て
は
、
２
月
26
日
の
町

議
会
・
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

議
員
皆
様
に
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
３
月
11
日
の

一
般
質
問
に
お
い
て
も
ご
答
弁

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
国
・

都
と
連
携
し
、
町
内
医
療
機
関

の
協
力
を
得
て
、
準
備
を
鋭
意

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
ず
は
、
医
療
従
事
者
を
対
象

と
し
た
優
先
接
種
が
開
始
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
後
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
優
先
接
種

は
、
４
月
以
降
の
開
始
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け
、
町

に
お
き
ま
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
の
確
保
や
関
連
す
る

各
種
事
務
等
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
接
種
を
希
望

さ
れ
る
町
民
皆
様
が
、
安
全
で

安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ
う
万

全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

重
ね
て
、
町
民
皆
様
、
議
員

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
令
和
３
年
第
１

回
奥
多
摩
町
議
会
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
っ
て
の
、
私
の
施
政

方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

世帯数
人口（人）

大人 子ども 合計

定住対策事業人口 ２０１ ３５３ ２１４ ５６７

（内訳）

町内転居 ９８ １７９ ８４ ２６３

Ｕターン １８ ３２ ３１ ６３

Ｉターン ８５ １４２ ９９ ２４１

【定住対策によるこれまでの効果】

令和 3年 3月 1日現在

＊総人口 4,962 人（内 567 人が定住対策事業 :11.4％）

▲航空写真で見る奥多摩町（氷川から小河内方面）


